
来

迎

黒

想

史

上

に

於

け

る

閤

題

点

千

賀

真

順

幡

、

来

迎
思

想

は

仏
教

に
基
調

し

て
印

度

・
中
国

・
日
本

の
仏

教

史

上

に
著

録

さ

れ

て

い

る

こ
と

は
周

知

の
史

実

で
あ

る
。

特

に
日
本

に
於

け

る
来

迎

思

想

は
中

世
の

数

百
年

間

に
ブ

ー

ム
を

捲

き
起

し

て

い

る
が

、
幾

多

の
問

題
点

を
持

つ

て

い

る

や
う

で
あ

る
。

し

か

も
多

く

の
論

文

、

書
刊

に

見
逃

さ

れ

て

い
る
点

が

あ

る

よ
う

に
思

念

す

る

の

で
問
題
点

を
列

挙

的

に
叙

ぺ
て
見

た

い
。
'
従

つ
て
考

証

の
資
料

等

は
煩

を

避

け
割

愛

す

る
が
仏

大

研

究

紀
要

才

三

十

六
号

に
拙

稿

を
載

せ

た

の

で
併

せ
参

考

さ
れ

れ

ば
幸

甚

に
思

い
ま

す
。

来

迎

と

は

仏

・
菩

薩

が

修

道
者

の
臨

終

に
此

の
世

に
来

現

し
行

者

を
迎

へ
て

仏

の
世

界

に
引

き
導

く

こ
と

は

言

う

ま

で
も

な

い
。

特

に
彌

陀

如

来

が
念

仏

者

の
臨

終

に

聖
衆

と

共

に
来

迎
引

接

さ

れ
る

と
云

う

こ
と

は
周

知

の
史
実

で
あ

る
。

人
生

の
生

・
老

・
病

・
死
の
苦

悩

の
存

す

る
限

り
臨

終

が

重
要

視

さ
れ

る

こ
と

は

大
智
度

論

(大

正
発

・
二
+

五
巻

・
二
三

八
頁

)

等

の
言

を
待

つ
ま

で
も
な

い
。

来

迎

を
以

て
臨

終

に
内

期

を

規

定

し

た

こ
と

は
経

典

作

者

の

車
見

と
言

は
れ

る
。

(
邸
度

学

・
仏

教
学

研
究

紀

要

矛
七

-

噌
)

仏

教
徒

は
邱

度
以

来

臨

終

の
作

法

を
行

い
、

祗

園

の
辺

に

無
常

院

を
立

て

丶
特

種

の
儀
礼

を

行

う

た

と
史

録

さ
れ

て

い
る
。

(.四

分

律

行

事

鈔
巻

下

の
四

・
)

こ

の
儀

礼

は
中
国

・
日
本

へ
と

伝

承

し
源

信

の
往

生

要

集

(
中

巻

末

)

、
或

は
浄

土

宗

(等

の
儀

礼

亦

こ
れ

に
基

い
て

い
る
.
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ク

来

迎

の
意
義

特

に
仏

の
不
来

に
関

し

て

は
懐

感

の
浄

土

群

疑

論
才
二

巻

(
浄
全

六

巻

;
O

頁

)

問

答

し

て
仏

教

学
的

見

地

よ
り

詳

細

に
解

明

し

て

い
る

の

で
今

は
省
略

す
る

。

二
、

浄

土

三

経
即

ち

大

経
才

十

九

願

に
聖
衆

来

現

の
願

が

あ

の

、
下

巻

の
三

輩
段

、

観
経

に
九

品
来

迎

の
文

、
彌

陀
経

に
臨

終

来
現

の
経

文
が

注

意

さ
れ

る
。

こ

の
三

経

の
来
迎

に
関

す

る
経

文

に
問

題
点

が
あ

る

。

即
ち

大

経
・

小
経

の
所

謂
来

迎

の
文

と

す

る

も

の
は
実

は
来

現
思

想

は
表

は
し

た
も

の
、

正
し

く
具

体
的

に
来

迎

思
想

を
説

く

の

は
唯

観

経

と
言

う

べ
き

も

の
と

云
う

。

観

経

の

九

品
往
生

説

は
後

の
来

迎
思

想

展

開

の
根

拠

と

な

つ
た
も

の

で
あ
り

、

こ

の
九

品

往
生
説

に
よ

つ
て
在

家
者

の
救
済

来

迎
ま

で
明

に
な

つ
た

こ
と

は
注

意

す

べ
き
点

で
あ

る
と
思

う

。
中

国

、
特

に
日
本

に
於

て
最

も
昂

揚

さ

れ

た
来

迎
思

想

は
観

経

に
よ

つ
て

斯

く

な

つ
た
と
断

言

し

得

る
程

で
あ

る

。

そ

こ
に
観
経

の
持

っ
偉

大
な
宗

教

的
意

義

が
注
目

さ

れ

な
く

て

は

な

ら

な

い
。

学

者

の
論

作

を

通
覧

す

る
と

著

し
く

指

摘

が
乏

し

い
よ

う

に
思

は
れ
る

。

観
経

為

宗

は
来

迎

思

想

を
論

ず

る
才

一
の
問

題

点

で
あ

る
。

来

迎

思
想

は
観
経

咽
経

に

よ
る

、
観

経

噌
部

は
来

迎

芸
術
経

で
あ

る
。

三
、

印
度

に
於

て

は
無

常

院

創
立

、

従

て
臨

終

儀
礼

は
行

わ

れ

た

と
首
肯

さ
れ

る
。
併

し

そ
れ

は
人
生

の
死

に
対

す
る
自

然

的
願

望

よ
り

臨
終

正
念

を
重

視

し

た
も

の

で
、

後
世

の
特

に

日
本

の
中

世

に
見

ら

れ
る

澎

湃

た
る

来

迎

ブ

ー

ム
に

は
到
底

比

較

さ

れ
な

い
。

併

し
浄

土
三

経

・
法
華

経

・
華
厳

経

・
文

珠

師
利

発

願
経

・
梁

訳
摂
大

乗

論

釈
等

に
臨

終

見

仏
願

求

を
叙

ぺ
て

い
る

か

ら
、

入
間

の
危
機

と

し
て

も
臨

終

来

迎

を

肯
定

し
得

る
。

こ
の
場

合

は
後

世

に
於

け

る

が
如

く

で
な
く

来

迎

と
言

う

よ

り
恐

ら
く
臨

終

来

藐

の
護
念

思

想

と

言

う

べ
き
も

の
と
・思

う

o
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0

中

国

に
於

て
は
何

時

頃

か

ら
来

迎
思

想

が

興
起

し

た
か

は
明

確

で
は
な

い
。

僧

顕

・
慧

永

・
曇
鸞

・
道
綽

・

善
導

(
僧

伝
)

等

何

れ

も
来

迎

を

願
求

し

た

と
伝

え

る

が
興
隆

は
・浄

土

変

相

の
製

作

並

に
流

伝

に
起

因

す

る

も

の

で
あ

ろ

う
。

来

迎
思

想

を
説

く
場

合

に
必

ず
引

用

さ

れ
る

十
往

生
阿

彌
陀

仏

国
経

(
沼

続

一

・
八
七

・
四
)

は
内

容

よ

り
善

導
以

前

、

却

ち

六
朝

時
代

の
所

産

と
思

わ
れ

る
。

本
経

に

は
二
十

五
菩

薩

の
護

持

と

そ
の
菩

薩

名

を
出

し

て

い
る

の
み

で
あ

る
。

善
導

が

「
観

念
法

門
」

(
浄

全

四
巻

・
二

二
七
頁

)

に
臨

終
正

念

訣

(
同

上

七

九

七
頁
)等
に
更

に
有

名
な
発

願

文

に
'
臨

終
正
念

を

希
念

し
、
特

に
浄

土
変

相

三

百
鋪

を

作

り

(
瑞

応

伝

・
新

修

往

生

伝
)

、

則

天
武

后

が
浄

土
変

を
数

百
幅

造

作

し

た
と
伝

え

る

か

ら

と
言

つ
て
相

当

盛

ん

に
来

迎
思

想

が

行

わ

れ

た
か

否

か

は
早

急

に
断

書

し
得

な

い
。

総

じ

て
遺

品
も
少

く

(
望

月
信

亮

氏
論
文

)

近

年
、

ソ
運

・
仏

・

英

の
探

険

隊

が
西

域

に
於

て
所

謂

来

迎
図

を
発

見

し

た

と
特

筆

さ
れ
て

い
る
が

日
本

の

そ
れ

に
比

す
る
と

余

り

に
も
低

調

と
言

え

る
,

併

し
唐

・
宋

・
元

に
渉

つ
て
相

当

の
来

迎

図

が

作

ら
れ

た

こ
と

よ

り
推

察

す

る
と

印

度

に
遺

作

の
殆

ん

ど

な

い
こ
と
に
対

比

す

る

と

一
段

の
展
開

が
あ

つ
た

と

考

え

ら

れ

る
。

四
、

日
本

に
於

け

る

来
迎

思

想

に
は
問

題
点

を

多

く
発

見

す

る
。

即

ち

六
世
紀
後

半

よ
り
中

国

ー
朝

鮮

-
日

本

と

彌
陀

信

仰

が
伝

承

さ
れ

、

無
量

寿
経

の
宮

講

(
日
本

書

紀

)

に
始

ま

つ
て
人

心

の
窮

極

の
不
安

を
除

く

た
め
次

才

に
来
迎

思

想

が

一
般
化

し

て
来

た
。

早

く
推

古

朝

よ

り
天

寿
国

曼
荼

羅

(
異

説

は

あ
り

)

を
初

め

と

し
彌
陀

像

や
浄

土

変

相

が

作

ら
れ
特

に
観
経

所
説

に
よ
り

浄
土

変

相

へ
当

麻
曼

荼

羅

).
下

縁

の
九

品
往

生

の
相
が

脱

化

し

て
独

立
し

た
迎

接
変

相
と

し

て

盛

ん

に
製

作

さ
れ

る

よ

う

に

な

つ
た
。

遺

作

よ

り
推

し

て
藤

原

時

代
十
世

紀

よ
り

上
り

難

い
が
、

そ

似
原
図

は
恐

ら
く
唐

画

に
源
流

を
求

む

べ
き
も

の
と

思

わ

れ

る
。

(
証

杢

の
曼

藁

羅

註

記

・
望

月

信
亮

氏

も

論

明

を
重

ね
る

)
。

こ

丶
に

注

意

す

べ
き

こ
と

は
源
信

(
九

四
二

i

一
〇

一
七
)

を
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契
機

と

す

る
以

前

と
源

信
以

后

と

に
於

て
劃

期

的
な

飛

躍

を

な

し

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

源

信

以

前

は
単

な
る

人
心

の
不

安

に
伴

う
極

く
自

然

の
宗

教

的

欲

求

と

し
て

の
来

迎
思

想

で
あ

つ

た
が
源

信

以
后

は
道
綽

-
源

信
ー

法

然
と

伝

承

さ
れ

る

末

法
時

代

観

(
一
、

〇

五
三
)

に
依

る
仏

教

危
機

説

に
基

く

時

代

悪

の
苦

悩

に
よ

る
深

刻

さ

(
諸

往
生

伝

'
諸

文

学
作

品

・
諸

日

記
等

に
刻

明

さ

れ

る
)

を

加

へ

て
来

迎

思

想

が

高
揚

さ
れ

た
点

で
あ

る
。

即
ち
時

代

の
所
産

た

る
往
生

要

集

が

そ

の
重
要

な
意

義

を

顕

は

し

て

い
る
。

常

行

三
昧

修

道

の
道
場

及

び
彌

陀

仏

像
が
作
ら
れ

、
次
才

に
九

品

・
浄

土

変

相

・
来

迎

図

(
九

品

来
迎

図

・
彌

陀

二
十

五

菩
薩

来
迎

図

・
三
尊

来
迎

図

・

一
尊

来

迎
図

・
山

越
来

迎

図

・
還

来
来

迎

図

・
遺

迎

図
等

)

が

造
立

さ
れ

て
来

た

。

平

安
中

期

よ
り

鎌
倉

時

代

に
渉

つ
て
盛

行

し

た
が
特

に
平

安
中

期

以

后

信
仰

の
主
尊

的

地

位

を
占

め

た
来

迎
引

接

の

願
望

は
往

生

要

集

に
負

う
と

こ
ろ
が

多

い
。

即

ち

本

書

は
観

経

の
所

説

に
基

て
構

成

さ
れ

、

濁
世

末

代

と
云

う
自

覚

、

破

戒

無

慚

の
凡
夫

性

に

立

脚

し

た
聖

道

仏

教

の
危

機

説

に
基

く
浄

土

教

信
仰
書

と

し

て
香

り

が
高

い
。

特

に
本

書

の

厭

離
穢

土

・
欣
求
浄

土

の
二
門

は
鮮

か

な
対

照
表

現

で
あ

り

、

人

々
を
し

て
泌

々
厭

欣

の
情

を
抱

懐

せ
し

め

ず

に
は

お
か

な

晦
。

厭

離
穢

土

の
相

を

説

く

に
六

道

・
八

大
地

獄

を

微

細

に
叙

述

し

て
人
間

生

涯

の
苦

・
無

常

を

指
摘

し

て

い
る

。
そ

の
説

く

と

こ
ろ

と

現
実

の
深

刻
な

る
社
会

相
の
凝

視

に

よ

る

未
来

の
恐

る

べ
き
結

果

へ
の

想

到

を
契

機

と

し
て

一
転

し

て
欣

求

浄

土

の
救

済

を
十

楽

に
依

つ
て
説

き

示

し

て

い

る
。

こ

の
十
楽

中

、
聖

衆

来
迎
楽

、
引

接

結

縁
楽

、
中

巻
下

の
臨

終

行

儀

と

相
関

連

し

て
来

迎
思

想

を
強

く
鼓

吹

し

て

い

る
。

聖

衆
来

迎

楽

こ
そ

は
当

時

の
人

々
に
唯

一
の
生

き

る
力

と
な

つ
た
福

音

と

も

云

う

べ
き

で
迎

講

・
念

仏

講

・
来

迎

図

の
創

始

及

び
造

立

と

な
り

、
臨

終

に
仏

が

聖
衆

と
共

に
来

迎

す

る
と

の
信
仰

が
匿

人

に
喜

び
迎

へ
ら
れ

た

の
は
想

豫

以

上

の
も

の

で
あ

つ
た
と

思

は
れ

る

。

来

迎

芸
術

は
浄

土

教
美

術

の
主

体

を

な

し

て
盛

ん

に
な

つ
た
。

来

迎

図

の

二
十

五
菩

薩

は
十
往

生

経

に
名

を
挙

げ
行
者

を
来

護

す

る

こ
と

を
説

く

が

二
十

五

の
数

は
源

信

Φ
創

始

し

た
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念
仏

講

の
規

約

で
あ

る

二
十

五
三
昧

起

講

よ
り

出

で
二
十

五

三
昧

を

修

し

て

三
界

二

十

五
有

に
迷

う
衆

生

を

救

済

す

る
菩

薩

と

が

た
ま

た
ま

二
十

五

の
数

字

の
混

交
と
な
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
二

十

五

菩

薩

来

迎

の
思

想

は
源

信

の
頃
萌

芽

し

た
よ

う

で
あ

る
。

又

彌
陀

来
迎

豫

を

図
絵

し

た

こ
と

は
そ

の
別

伝

等

に
あ

る
。

(
法

華

験

記

.
後

拾
遣

往

生

伝
巻

中

)か
の
薯
明
な
高

野

山

所
蔵

来

迎
図
ば
構
想

雄

大
、来

迎

の
劇

的
描

写
、

慶
稚
典

麗

の
名

副
と

し

て

源

信

作

と
伝
撮

る
十

一
世
紀

の
秀
逸

で
あ

る
。

以

后
藤

原

末

期
十

二
世

紀

よ
り

鎌

倉

時

代

十
三

、

四
世

紀

に

渉

つ
て
空

前

の
来

迎

図

が
各

種
作

ら
れ

、

平

等
院

鳳
凰

堂
壁

扉

の

九
品
来

迎

図

(
一
〇

五

三
)

を

最
古

の
も

の

と
し

て
夥

し

き
数

量

に

及

ん

で
い

る
。

如
何

に
来

迎

思
想

が
盛

運

で
あ

つ
た

か
を

彷
彿

せ

し

め
る
。

五

、

法

然

上

人
以

前

に
於

け

る

来
迎

芸

術

並

に
来

迎
思

想

の
史

実

は
余

り

に
秀

麗

に
し

て
慶
美

で
あ

つ
た

に
目

を

奪

は
れ
易

い
が

こ

丶
に
注

意

点

が
あ

る
.

即

ち

「
往

生

極
楽

、記
」

等

の
諸

往

生

伝

並

に
諸

記
録

に
伝
録

さ
れ

て

い
る
と

こ
ろ
を

吟

味
す

る

と
、

「
妻

子

を
捨

て

る
」

、

「
家

職

を
離

れ

る
」

、

「
社

会

に
背

離

す

る

」
と

云

う

現

実

の
人

間

の
条

件

を

無

視

し

た
非
人

間

・
社

会

的

史
実

を

多

く

発

見

す

る
、

こ
れ

は
憂

う

べ
き
事

態

で
あ

る

。

そ
れ

が
唯

臨

終

の

た

め
、
来

迎

の
た

め

に
人

間
的

一
切

の
生

活

を

抹

殺

し
て

い

る

こ
と

は
注
意

す

べ
き

で
あ

る
、

そ

の
た

め

に

日

々
幾

万

の
念

仏

を

申

す

と
云

う
数

量
念

仏

・
苦

行
念

仏

が
励
-精

さ
れ
、

宛

も
現
実

人
生

を

忘

れ

て
念

仏

行

の

コ

ン
ク

ー

ル
を

す
る

と

云
う

こ

と

に
な

つ
た
。

(
仏

大

研
究

紀

要
矛

三
十

六
号

拙

稿

)

法

然

上

人

の

駕
願

念

仏

は
・こ
れ
を
革

新

す

る
も
の

で
あ

つ
た
。

六
、

法

然

上
人

は
そ

の
人
格

、
徳

行

の
示

す

よ

う

に
、
素

直

に
伝

承

を
重

ん

ぜ

ら
れ

、
而

も
聖

光

上
入

の
讃
仰

さ

れ

て

い
る
や

う

に
聖
浄

兼

学

の
人
に
し
て
よ
く

元
祖

の
念

仏

義

を

発
揮

し
得

る

(
徹

選
択

上

・
浄

全
七

巻

八

八

頁
)



//来 遡愚想史 上に於ける問題点

と

あ
る

よ
う

に
、

人
生

に
於

け

る
厳

粛

な

る
事
実

で
あ

る
死

に
対

し

て
印

度
以

来

の
来

迎
思

想

を
特

に
仏

の
本

願
意

に
よ

つ
て
領

受

さ

れ
、
而

も
平

生

念

仏

を
主

眼

と

し
て

一
念

々

々
に
如

来

の
本

願
慈

悲

を
味

得

し
、

人
生

の
苦

悩

の
ま

Σ

に
念

仏

の
中

に
光

摂

化
育

を

体
得

し

つ

～
正
念

来

迎

を

希
求

さ
れ

た
。

(
聴蓚

説
法

・
選
択

集

.

法
語

等

に
仏

の
三
業

と
衆
生

の

三
業

の
殖

遇

一
如

を
屡
説

さ

れ

る
)

又
法
然

上

人

の
教

説

に
依

て
影
響

し

た
と

思

は

れ
る

の
が

来

迎

の
姿
態

で
あ

る
。

初

め

に

は
多

く
坐
形

で
画

か

れ
行

進

も

ゆ

る

や
か

で
あ

つ
た

の
が
、

次

才

に
速

度

を
増

し

、

跪
坐

よ
り
立

姿

と

な
り
行

進

速

度

も
早

く
動

的

な
仏

の
救

済

を
極

く
明
確

に
現

は

し

て

い

る
。

そ
の
代

表

的

の
も

の

が
知
恩

院

本

の
早

来

迎

で
あ

る

。

観
経

才

七

観
の

三
尊

の
空
中

住

立
、

才
十

三
観

の

丈

六
立
像

よ

り

「
逆
修

読
法

」

に

「
仏
像

は
来

迎

の
形

像

を
造

る

べ
き

な
り
」

(
法

全

二

六

九
頁
)

と
言

は
れ

る
、

こ
れ

は
宗

義

に
明

す

仏
と
衆

生

の
三
業
相

捨

離

し
な

い
故

に
動

的

な
特

色

を
表

は
し

て

い
る
も

の

で
法

然

上
人

は
平

生

に
光

摂

化

育

さ
れ

て
臨

終

に
及

ぷ
念

仏

者

の
常

住

な

る
擁

護
者

で
あ

る

べ
き

こ
と

を

説

き
示

さ
れ

て

い
る
。

法

然

上

人
以

前

の
念

仏

と

全
く
特

質

を
異

に
す

る
選
択

本

願

念

仏

で
あ

り
、

来

迎

思

想

も
本

然

の
姿

に
於

て
承

明

さ

れ
て

い
る
点

注
意

を
要

ず

る
。

七

、

親
鸞

上

人

は
平
生

業

成

・
不
来

迎

を
宗

義

の

立

前

と

す

る
。

即

ち
万

行

円
満

の
名

号

を

聞
信

す

る

一
念

に
往

生

の
業

事

成

弁

す

る
と

云

う
。
従

て
来

迎

を
期

待

す

る

の

は
自

力
諸

行

の
機

で
あ

り

教

で
あ

る

と
す

る
。

「
教

行

信

証
」

才

六

に
才

十

九
願

を
臨

終
現

前

の
方

便

願

と

し

「
末

燈
鈔

」

等

に
繰

返

し

、

特

に
存

覚

は

「
浄

土

真

要

鈔
」
本

に
多

く

の
問

答

を
掲

げ

て

御

一
流

は
平

生
業

成

に
し

て
来

迎

の
儀

に
執

せ
ず
」

(
大

正
蔵

八
十

三

巻

七

五
九
頁
)

と

し

そ

の
交

証

と
し

て
才

十

八
願

並

に
そ

の
成
就

文

に
求

め

て
論

明

し

て

い
る
。

蓮

如
亦

随

所

に

之

を
伝

弘

さ
れ

て

い
る
。

こ
れ

は

一
念
信

解

に
立
脚

し

て

い
る

か

ら
平

生
業

成

・
不
来

迎

を
宗
義

と

す

る
立

前
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は
首

肯

さ
れ

る
。

併

し
人

間

の
条

件
を

考

慮

す

る

と

き
真

宗

の
教

説

は
素

直

と

は
云
え

な

い
。

故

に
近
代

の
堂

/

匠
達

(
真

宗
論

題
集

等
)

は
種

々

に
会

通

し

て

い
る

。

又

信
徒

は
臨

終

仏

を
掲

げ

て
臨

終

を

い
の
る

風
習

が
あ

る

、
当

の
前

の

こ
と

で
あ

る
。

そ

の
詳

細

は
省
略

す

る
。

八
、

要

す

る

に
仏

教

思
想

史

に
於

け

る
来

迎

思

想

は
注

意

す

べ
き
も

の

が
あ

り

、
特

に
観
経

に
よ

つ
て
展

開

し

た

こ

と
、

又

日
本

に
於

て

は
源

信
を

契

機

と

し
て
急
速

に
高

揚

さ

れ
長

く

国

民

の
根

強

い
習
俗

と

な
り

、
末
法

時

代
観

に
基

調

し

て
未
曾

有

の
展

開

し

、
秀

逸

な

る
浄

土

来

迎

を
所

産

し

て

美
一術

史

上
注

日

さ
れ

て

い
る
、
併

し
問
題

点

は

あ

る
。

幸

に

し
て
法

然

上
人

に
至

つ
て
平

生
念

仏

・
臨

終
来

迎

の
素

直

な
組

織

と

な
り

、
親
鸞

上
人

の
平

生

業

成

不
来

迎
宗

義

の
特

異

な
主

張

を

見

た
が

、

人

間

の

心

の
末
法

観

に
相

応

し

て
永

遠

な

る

も
の

で
あ

つ
て
仏

教

徒

は
等

し

く

静

か

に
願

望

す

べ
き
宗

教

的
情

想

で
あ

ろ

う

。


